
「非上場企業への成長資金の供給促進に向けたベンチャーファンドの上場制度の見直しについて」に寄せられた 

パブリック・コメントの結果について 

 

当取引所では、非上場企業への成長資金の供給促進に向けたベンチャーファンドの上場制度の見直しについて、その要綱を２０２１年１０月２

６日に公表し、同年１１月２５日までの間、広く意見の募集を行い、その結果、２件のコメントが寄せられました。 

本件に関してお寄せいただいたコメントの概要及びそれに対する当取引所の考え方は以下のとおりです。 

 

番号 コメントの概要 コメントに対する考え方 

１ ・ 現状の規定で投資可能な未公開株は、内国株券のみに限定されてい

ると理解していますが、一部海外のスタートアップに投資できるよ

うなルール変更を希望します。海外のスタートアップへのネットワ

ークを持つ業者等が参入できれば、パフォーマンス面や商品ライン

ナップ面でも市場の魅力が高まるものと考えます。 

・ ベンチャーファンドが投資可能な資産の範囲として、海外

のスタートアップ企業の発行する株券や債券を含めるこ

とについては、市場関係者のニーズ等を踏まえ、上場商品

としての適格性や投資者保護上のバランスを勘案し、市場

の利用活性化の観点から、制度の見直しを検討して参りた

いと考えております。 

２ ・ 投資法人が投資可能な資産に、未公開企業や上場後一定期間以内の

企業が発行する債券を追加することを希望します。ファンドのキャ

ッシュフローのJカーブの改善やベンチャー企業のファイナンスの

高度化につながると考えます。 
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